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※手紙の第３節にある右灯籠之儀を、『東播新聞 昭和４２年６月４日付』は、石灯籠之

儀に作る 

 

 

 

■■石灯籠について 

刻銘（墓にむかって右） 御名日 六月十三日 

  （墓にむかって左） 文化三丙寅六月 

刻銘の文化３年は、作成年次で、実際の設置は土地を購入し墓地の拡張が終った頃、文

化４～５年にずれこんだかもしれません。 

 


